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超新星残骸の進化を追うことは、周辺環境や爆発メカニズムを解き明かす鍵となる。Cassiopeia Aは、銀河系
内に属する若い重力崩壊型の超新星残骸であり、逆行衝撃波によって加熱された爆発噴出物由来の熱的X線が卓
越している (e.g., Hughes et al. 2000)。しかし、爆発機構や残骸進化の詳細については未だ不明な点が多い。
2023年 12月に XRISM衛星によって Cas Aの南東および北西領域の観測が実施された。 2024年秋季年会

(Q08a)では、Siや SのK殻輝線を含む 1.8-3.0 keVのスペクトルを電離度および視線速度が異なる２成分モデル
で再現できること、さらにそこから推測される電離構造について報告した。これらの成果をもとにさらなる解析を
行い、XRISM衛星によって得られた視線方向速度とChandra衛星による固有運動の測定結果を組み合わせるこ
とで、観測者系における下流速度を推定した。さらに、IONTENPモデルを用いてイジェクタ静止系での逆行衝撃波
速度を算出した (Ohshiro et al. 2024)。これらの解析結果をもとに、Siや Sのイジェクタが加熱された際の観測者
系での自由膨張速度と逆行衝撃波速度に制限を与えることに成功し、その結果、自由膨張速度は約 4000 km s−1、
逆行衝撃波速度は約 3000 km s−1であることを確認した。
本講演では、これらの詳細な解析結果を報告し、逆行衝撃波速度を先行研究と比較することで、残骸進化やそ

の周辺環境との相互作用について議論をする。


